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ダンプトラック HD785-5 のモデルチェンジとして，生産性の向上と燃費改善，規制対応など市場要求を織り込

んだ HD785-7 を開発，市場導入したので，その特徴について紹介する． 
 

Following the changing of models to the Dump Truck Model HD785-5, a new model HD785-7 has been developed and 
introduced into the market; featuring higher productivity, improved fuel economy and compliance with regulations. The 
features of the new dump truck are described. 
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ブレーキ，後進 2 速化，T/M メインリリーフ圧可変化，T/M 潤滑油量制御，T/C・T/M ポンプ独立化 
 
 

1．はじめに 

90t 積みリジットダンプトラック従来車 HD785-5 は

1997 年に市場導入以来，乗り心地，リターダ性能などを

中心に高いユーザ評価を得ているが，発売以来 9 年が経

過し，市場の変化や競合機の品質改良が進んでおり，商

品力向上が必要な時期になってきた． 
また，2006 年より本クラスにも実施されている EPA 排

ガス 2 次規制など社会的規制への対応も求められてきた． 

 

このような背景のもと，抜群の生産性と燃費を両立し

た HD785-7 を開発したのでその概要を紹介する． 
 

 
写真１ HD785-7 

2．開発のねらい 

従来機の優位性を継続しながら生産性の向上と燃費改

善，安全性・居住性の向上，各環境・規制への対応を目

指し，開発のねらいを表１のように設定した． 

表１ ねらいと実施内容 

実施項目

生産性 走行性能 クラス最大のエンジン出力

後進２速化、後進ダイレクト化

T/Cオイルクーラ容量UP 

ボディ形状 ボディ形状最適化

経済性 燃費 可変出力制御、シフトコントロール最適化

油圧ロス低減

耐久性/整備性 全油圧ブレーキコントロール（エア機器廃止）

4輪湿式ブレーキ化(パーキングブレーキ内蔵)

サスシリンダ、ブレーキディスク容量UP

タイヤ脱着容易化(フランジタイプリム）

モニタリング/機械管理 VHMS標準装備、新型モニタリングシステム

安全性 制動時の安定性 4輪リターダ採用(ARSCを標準採用)

ブレーキ信頼性 4輪湿式ブレーキ化

ブレーキコントロール 全油圧ブレーキコントロール

追突安全性 4ポストROPS/FOPS CAB

居住性 変速ショック E/G-T/M連動制御,スキップシフト

ボディ着座ショック 電気式ホイストコントロール

オペ耳騒音 CAB遮音向上, ハイブリッド型ファン

環境 排ガス対応 E/G搭載、アルミラジエータ

ブレーキクーリングオイル回収タンク

ねらい
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3. 主な特徴 

3.1 生産性向上 

(1) エンジン出力のアップ 

コマツ SAA12V140E-3 を搭載し最大出力をクラス最大

の 895kW(1217PS)とした． 

(2) ボディ寸法の変更 

 

最近，大型ローダのみならず大型エクスカベータによ

る積込みも増えてきており，大型エクスカベータとのマ

ッチング向上をも考慮したボディ形状とした． 
(3) 後進の２速化 

後進速度段を選択式の 2 速（RH/RL）にし，現場に適し

た速度段を選択できるようにした．また，両速度段とも

に自動ロックアップ機能を装備し，オーバヒートを気に

することなく連続後進登坂可能とした（図１）． 

 
図１ 後進走行性能曲線 

 
3.2 燃費低減 

(1) 可変出力制御（VHPC） 

エンジンの出力アップと燃費改善を両立させるため，

新たに可変出力制御：VHPC（Variable HorsePower Control）
を採用した．これは，従来のモ－ド切り換えシステム（走

行条件や，要求される作業量に応じ，“P モード”と“E モ

ード”のどちらかを運転席パネルのスイッチで選択できる

システム）に加えて，車両自身が「積車/空車」を検知し

積車時は高出力，空車時は低出力にエンジンパワーを自

動的に切り換えるシステムであり，これにより，大幅に

燃費を低減させた（図２）． 
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図２ 可変出力制御（VHPC） 

 

(2) シフトコントロールの最適化 

アクセルペダルをあまり踏まず，車がそれほど加速し

ていない場合は，早めにシフトアップさせエンジン回転

を抑えることにより燃費改善を図った．逆に加速が必要

でアクセルペダルを踏み込んでいる場合は，エンジンの

最高出力までシフトアップしないようにし，本来エンジ

ンが持っているパワーを発揮できるようにした． 
(3) ロス馬力の低減 

T/M メインリリーフ圧の可変化や T/M 潤滑油量制御，

T/C チャージポンプと T/M コントロールポンプの独立化

を実施しロス馬力の低減を図った（図３）． 
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図３ T/C チャージポンプと T/M コントロールバルブの独立化 
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以上の機能を織り込み従来機に対し大幅な燃費低減を

実現した（表２）． 
 

表２ 従来機との燃費確認結果 

 HD785-7 HD785-5 

作業量当たり燃料消費量 

（Ltr/ton）
87 100 

HD785-5

＊社内テストデータ．5 型を 100 として表示． 
 中軽負荷コース．Ｅモード． 
 実際の作業では条件や内容により異なる． 

HD785-7

 

3.3 安全性・居住性の向上 

(1) 新型キャブ 

① ROPS・FOPS 一体型大型キャブ 
 ROPS/FOPS 一体型のビルトインキャブを採用した．

キャブのピラーを ROPS 構造とすることでキャブの

堅牢性が増し，オペレータの安全性を高めた． 
② 騒音・振動の低減 
 キャブの気密性を高めて音の侵入を防止するととも

に，エンジン回転の低速化とハイブリッド型クーリ

ングファンの採用でエンジン騒音を低減し，キャブ

内騒音を大幅に低減させた． 
 また，キャブマウントには減衰性に優れたビスカス

マウントを装着し，静かで振動の少ない居住空間を

実現した． 
(2)ブレーキの信頼性向上 

① 全油圧コントロール式の 4 輪湿式ブレーキ 
 パーキングブレーキも含めて全てのブレ－キを湿式

ブレーキとし，全油圧式のブレーキコントロールと

した．乾式ブレーキを使用していないためメンテナ

ンスフリーとなり，パッドの摩耗を気にすることな

くブレーキングすることが可能で，信頼性が大幅に

向上した．またサービスブレーキ・リターダブレー

キ共にタイムラグが少ない応答性の良いブレーキフ

ィーリングを実現した． 
② 4 輪リターダ 
 前後輪すべてに制動をかける 4 輪リターダ

｢AP-FOUR（アンチピッチング機能付 4 輪油冷多板

ディスク式リターダ）｣を採用した． 
 後輪だけの制動から，制動力の一部を前輪に負担さ

せることによりタイヤの負荷が均等化され，後輪が

ロックして不安定な挙動になることが減り，安全性

が増し，リターダ能力をより有効に使えるようにし

た（図４）． 

＊ アンチピッチング機能：リダーダの操作時のブレー

キ力を個々に制御することによりピッチングを防止

する機能． 

図４ 4 輪リターダ（AP-FOUR） 
 

(3) 電気式ダンプコントロール 

ダンプコントロールを電気式にし，ボディが着座する

寸前をセンサで検知し，油圧コントロールでボディの降

下速度を制御することにより着座ショックを大幅に軽減

させた． 
3.4 環境・規制への対応 

コマツ SAA12V140E-3 を搭載し，米国 EPA の排ガス規

制「Tier2」基準と，EU の排ガス規制「Stage2」基準を，

共にクリアした． 
3.5 整備性の向上 

(1) 新型モニタリングシステム＆故障診断機能 

インスツルメントパネルに各種メータやコーション類

を配置し，ひと目で車両のコンディションを把握するこ

とがでるようにした．また，車両に異常が生じた時には，

これを知らせる警告灯が点灯（点滅）するとともに，そ

の内容と対処方法をコード番号とメッセージでキャラク

タディスプレイ上に表示し，大きな故障に進展する前に

対処することによって，ダウンタイムの短縮，修理費の

低減が図れた． 
(2) VHMS の標準装備 

主要コンポーネントの稼動データを，リアルタイムで

集中管理することが，標準仕様で可能となった．またこ

れらのデータを継続的にウォッチすることにより，車両

故障などに対する予防保全処置ができ，車両メンテナン

スの確実な実施と休車時間の短縮が可能になった． 
(3) ディスクホイール（フランジタイプリム） 

ホイールの固定方法をウェッジ式からディスク式（フ

ランジ式）に変更し，ホイールの脱着作業を容易にした

（写真２）． 
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HD785-7　フランジタイプ HD785-5　ウエッジタイプ

写真２ フランジタイプリム 

 

(4) サスペンションの耐久性向上 

ロッド径アップによるブッシュ面圧の低減，ロッドパ

ッキン・バッファリングの耐熱性向上，封入オイルの改

善を実施し，耐久性を大幅に向上させた． 

4．市場導入状況 

現在，インドネシアなど既に導入いただいた現場では

順調に稼動を始めており，ユーザからは「ハイパワー＆

低燃費」が特に評価されている． 
 

 
写真３ 稼働中の HD785-7 

 

5．おわりに 

本開発では，クラス最大のエンジン出力と燃費低減の

両立，全油圧コントロール式の 4 輪湿式ブレーキの採用

などで特に苦労したが，車体のみならずエンジン，T/M，

アクスルなど主要コンポーネントにもさまざまな改善を

織り込み，開発のねらいが達成できた． 
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【筆者からのひと言】 
 今回，ダンプトラックのメイン機種の一つであり，また新し

い技術をふんだんに盛り込んだ HD785 のフルモデルチェンジの

開発に参加でき，とても幸運でした． 
また市場導入の際，たくさんのオペレータから「GOOD！」の

声を聞き，全ての苦労が報われた思いでした． 
今回の開発で学んだ多くのことを，今後の業務の中で生かし

ていきたいと思います． 

 
2006 ② VOL. 52 NO.158 HD785-7 製品紹介 

 
 

― 43 ― 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


